
新型コロナウイルス感染症の流行により口腔外科を受診される患者数にも影響が生じた。その中でも、顎骨骨折の症例数の変化は大きいと

考えられる。新型コロナウイルス感染症は収束しているが、新たな感染症により同様の事態が惹起されることが考えられる。そこで、本研究

では新型コロナウイルス感染症の流行前後での顎骨骨折症例の変移を評価することを目的とする。現在の顎骨骨折症例の動向が明らかにな

れば、現在の情勢に応じた治療を提供することができるようになると期待される。 
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